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雲核の粒径変化に伴う全球気候変動の数値実験
Simulation study of global climate variation depending on cloud droplet size
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地球に到達する銀河宇宙線強度と雲量の変化が相関していることが指摘されて以来、地球環境における宇宙線の影響
が議論されている。特に、宇宙線が大気中の電離を通して雲核生成を促進することによって地球気候に影響を与えてい
るという仮説が提案され、注目されている。より具体的には、宇宙線の影響により雲核生成が促進されることによって
雲粒の粒径が小さくなり雲量が増える。その結果、地球のアルベドが増え地球表層気温が低くなると解釈できる。本研
究では、GCM中の雲核の粒径を変化させることで、対応する地球表層気温の変化とその仕組みを定量的に明らかにする
ことを目的としている。GCMの計算には、JAMSTECの地球シミュレーターを用いた。初期結果として、雲核の粒径を
半分にすると地球平均気温が１０年間で３℃減少し、雲核の粒径を倍にすると１０年間で３℃上昇することが分かった。
また、雲核の粒径を半分にした際に、雲量は全球的に増加するのではなく地域によって減少するところと増加するところ
があることが分かった。さらに、気温が極端に下がっている地域で雲量が特に増加しているということはなかった。こ
れらのシミュレーション結果に基づき、本講演では、雲核の粒径に依存した気候変動について、より詳細なメカニズム
について定量的に議論する。
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